
 

手形の花が咲いたよ 
園庭の桜の木が満開を迎え、温かくなると誰からともなく始まる泥遊び。 

階段を上がる壁にキャンバスを見つけ、手を置いてみる。 

後から、他クラスの先生の「いいねぇ～！」の言葉 

お花みたいとの言葉に、茎を足すと、次から次へ花を咲かせてくれました。 

顔が汚れ、目に泥が入りそうな時 

看護師の手当てでも 

「たのしかったのねぇ✨」と 

優しく声をかけてもらいます 

 

 

“掃除が大変？後で拭けば元通り” 

園長先生の声が聞こえた気がしました。 

満足してから、拭いていると 

「ありがと」とほほ笑んでお礼をもらいました。 

 

 

 

子どもの興味や関心に、寄り添ってくれる保育士や先生がたくさんいて、のびのびと育った一年。 

ちょうど一年前に、桜の花びらを追いかけて子どもたちと走ったことを思い出しました。 

春の自然を身近に感じながら、もうすぐ進級です。これからも、おおぞら保育園にいる限り、いつでもどろんことお友達 

春だよ、みんな大きくなったね 黄色帽子 楽しみだね 

 

 


